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T 冒Ⅹ- T …Ⅹ= T gⅩ一丁言x= Tc
である｡この関係より時間領域では時間々隔がほぼ_Tcで共鳴が起っているように見える｡こ
れから予測される共鳴の場所が破線の丸印で示されている｡この等間隔で起っている共鳴を"y-
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H～-喜(第 十I z2/72十g2Z)･!rz十喜 72-(p2十Z2)2
となる｡このスケール変換により式(5)は,








n r言- f (E γ 3) (9)
と表現でき,n,E,γの関係が求まる.数値積分した結果は図3に示してあるO

























Z- I.sin2号 t- (音)3/2(p-si咋 )
ここでp｡-2ヤ巧布/γ,i. - -1/Ezである｡それぞれの運動に対する作用は今の場合
np - 去Jp,_｡p pdp -言po2-Ep/γ
1







/･Tc-Tn･Tz i,7n= 1,2,-･ (16)
(13)
であればよい｡これらの閉軌道の中か ら y- レ_ a
-typeの recurrent軌道に対応するものは
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§5 倍周期 欠`損数 'に対する一つのモデル















EBK fit ♂;冗 faiyt Tth/Tc
???????









































Jl l/3- (y- 1)E r-2/3十 Jlγ1/3月 ( Jz γ 1/3十 A )十 Jzγ 1/3 (2)
のように変更される.(22)右辺のJlγ1/3は第一回目の振動に対するクーロン補正の入った作用
積分を意味し,同じく右辺下段の式はそのためのZ一方向の運動に関する作用積分補正である｡
Jl とAの定式化の詳細は省略するが,これより ｢欠損数｣の入った周期 Ty(サイクロトロ
ン周期 Tcを単位とし,E-0を考える)の式
･V-y-1十(2Qv'(1)弓oy(1)) (¢′(a)-去¢･局) (23)
が得られる0第 1表の最後に引用した ｢欠損用 0･67,0･57,-･が 20V'(1),iOy(1)によ-
て与えられることになるのである｡すなわち
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を導入した｡Htま周期 T-筈 で周期的であるから,量子論において任意の波動関数 少の時間
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